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研究成果の概要（和文）：多様な学術英語におけるレキシカル・バンドルについて検討した。ま

ずその概念を検討すると共に、巨大なコーパスからレキシカル・バンドルを抽出する方法を考

察し、学術英語からの「レキシカル・バンドルの抽出を実際に行った。また、実際の授業にお

いてレキシカル・バンドルの概念を導入することにより、学生の表現能力の向上が如何に図ら

れるかを検討した。更に、レキシカル・バンドルに重点を置いた記事を、Asahi Weekly 紙上に

おいて連載した。巨大な電子資料から高速に情報を抽出するシステムの開発を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to investigate "lexical bundles" 

especially in the area of Academic English. First, the concept of "lexical bundle" itself 

was explored, after which a method for retrieving lexical bundles from huge-sized corpora 

was investigated. A number of lexical bundles were then retrieved from corpora of Academic 

English. For the next stage we introduced the concept of lexical bundles into 

university-level English classes to determine whether or not a deeper understanding of 

the concept would help students improve their writing skills. Furthermore, a computer 

program which retrieves useful information from huge-sized corpora was developed. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 過去１０年ほどの間に、コロケーション研

究は大きな進展を見せている。また、English 

for Specific Purposes の分野におけるコロ

ケーション研究も盛んに行われるようにな

ってきた。 

 一方で、主として２語の慣習的な結合を問

題にする「コロケーション」だけではなく、

３語以上の「拡大コロケーション」（いわゆ

る「レキシカル・バンドル」）にも注意を向

けるべきであるとの認識が、Biber et al. 

(1999)以来、高まってきている。 

 しかしながら、専門学術分野に資すること
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を目的とした大学レベルの英語教育に限っ

てみた場合、「レキシカル・バンドル」に関

する研究は、まだ十分な蓄積があるとは言え

ない。 

 「レキシカル・バンドル」とは、Biber et 

al. (1999) に よ る 名 称 で 、 "extended 

collocations: bundles of words that show 

a statistical tendency to co-occur" (p. 

989)と定義される。話し言葉では、do you 

want me to、I said to him、going to be a、

I don't know what などがその例であり、学

術的な書き言葉では、in the case of the、

there was no significant、it should be 

noted that などがその例となる。３語以上の

必ずしも統語的な単位を成していないが、共

起傾向のある語の連鎖が「レキシカル・バン

ドル」である。「レキシカル・バンドル」は、

大規模なコーパスが整備されて初めて本格

的に扱うことが可能になった単位である。 

 

２．研究の目的 

 

 以上のような背景を踏まえ、本挑戦的萌芽

研究では、各専門学術分野でよく使われる

「レキシカル・バンドル」をどのように認定

し、各専門学術分野の英語教育においてどの

ように生かしていくのかを検討すると共に、

大学の専門学術分野における英語教育に資

するための「レキシカル・バンドル」とはど

のようなものかを研究することを目的とし

た。 

 

 具体的な研究目的は以下３点である。 

１:現代英語の一般的な「レキシカル・バ

ンドル」ではなく、各分野に特有の「レキ

シカル・バンドル」について、多様な学問

分野を視野に入れて検討し、妥当なリスト

を作成する。 

２：どのような手法を採ると、「レキシカ

ル・バンドル」の抽出が有意義に行えるの

かに関する方法論的検討を行う。 

３：１および２の成果を、実際の授業に結

び付ける方法を考察する。 

 

３．研究の方法 

 

 専門分野に特化した「レキシカル・バンド

ル」の抽出を行うには、その分野の電子化さ

れた資料を基に一般的英語のコロケーショ

ン研究の手法を援用しながら、「レキシカ

ル・バンドル」の抽出を行う。その結果を整

理し、分野ごとに重要な「レキシカル・バン

ドル」の認定作業を行う。 

 

 その結果を英語の授業などで提示するこ

とが、「アカデミック・イングリッシュ」の

一環としての英語論文執筆能力の向上にど

のように貢献するかを考察する。 

 

 その前提として、以下が必要である。 

 

【レキシカル・バンドルの概念上の整理】 

 コーパスを用いた「レキシカル・バンドル」

抽出に関する研究は、まだその歴史が浅く、

文献も多くない。「レキシカル・バンドル」

はコロケーションを拡張した概念であるか

ら、コロケーションに関する概念整理と「レ

キシカル・バンドル」との相違を明らかにす

るべく、文献調査を行う。 

 

【抽出方法の検討】 

 「レキシカル・バンドル」の抽出には、

n-gram というツールが有益である。これは、

コーパス中から、２回以上、出現する２語以

上の連鎖を網羅的に抽出するコンピュー

タ・プログラムである。しかし、膨大なメモ

リーを必要とするため、どのように抽出する

かに関しては検討を要する。 

 

４．研究成果 

 

 平成 21 年度には以下のことを行った。 

 

（1）専門分野に特化した「レキシカル・バ

ンドル」の抽出を行うには、その分野の電子

化された資料が不可欠である。平成２１年度

は、類似の研究を行っている研究者の資料収

集方法を学びつつ、大規模な資料収集の方法

を検討し、一部の専門文献の収集を行った。 

 

（2）コーパスを用いた「レキシカル・バン

ドル」抽出に関する研究は、まだその歴史が

浅く、文献も多くない。「レキシカル・バン

ドル」はコロケーションを拡張した概念であ

るから、コロケーションに関する概念整理と

「レキシカル・バンドル」との相違を明らか

にするべく、文献調査を行った。 

 更に、滝沢は、2009 年 11 月に、関連した

研究をしている研究者をビャウィストク大

学に訪ね、同大学において発表を行うと同時

に、研究者との意見交換を行った。 

 

（3）「レキシカル・バンドル」の抽出には、

n-gram というツールが有益である。使い勝手

が良く高速に機能する n-gram ツールが備え

るべき要件を検討した。 



 

 

 

（4）滝沢は、レキシカル・バンドルに重点

を置いた記事を、Asahi Weekly 紙上において

連載（隔週連載）した。連載のタイトルは「コ

ーパスで学ぶ本物の英語」である。 

 

 平成 22 年度には以下のことを行った。 

 

（1）専門分野に特化した「レキシカル・バ

ンドル」の抽出を行うには、その分野の電子

化された資料が不可欠である。平成 22 年度

は、平成 21 年度に検討した資料収集方法に

更なる検討を加え、一部の専門文献の収集を

行った。 

 

（2）コーパスを用いた「レキシカル・バン

ドル」抽出に関する研究は、まだその歴史が

浅く、文献も多くない。「レキシカル・バン

ドル」はコロケーションを拡張した概念であ

るから、コロケーションに関する概念整理と

「レキシカル・バンドル」との相違を明らか

にすべく、文献調査を引き続き行った。同時

に、関連する phraseology（「慣用連語」と訳

されることが多い）に関する文献調査を行っ

た。また「フレイジオロジー研究会 (Japan 

Society for Phraseology)」に所属し、同研

究会の研究集会に参加し、同分野の研究者と

の意見交換を行った。 

 

（3）21 年度の検討も踏まえ、膨大な時間が

かかるものの巨大データから語連鎖の抽出

が行えることを確認した。 

 

（4）昨年度に引き続き、滝沢は、「レキシカ

ル・バンドル」に力点をおいた記事を、英語

学習者向けの Asahi Weekly 紙において連載

（隔週連載）した。連載のタイトルは「コー

パスで学ぶ本物の英語」である。この連載は、

平成 19 年 4 月以来、４年にわたって行い、

平成 23 年 3 月をもって終了した。連載は 96

回に及んだ。担当する英語授業において同記

事を教材として用い、受講生たちのレキシカ

ル・バンドルに対する意識を高めた。 

 

 平成 23 年度は、これまでに収集した専門

論文のデータの処理と、研究成果の発表に力

点を置いた。 

 

（1）同僚の藤村逸子教授（名古屋大学）と

共に、『言語研究の技法－データの収集と分

析』の編集を行い、ひつじ書房から出版した。

代表者の滝沢、そして分担者の山下が執筆に

加わった(2011 年 12 月出版)。滝沢は「大規

模コーパスに基づくコロケーションの研究」

という章を書いた。山下は「発話プロトコル

を使った認知プロセスの研究」（単著）、「反

応時間を使った言語処理過程の研究」（杉浦

正利氏との共著）、「アイトラッキングを使っ

た言語処理過程の研究」（同じく（杉浦正利

氏との共著）の 3章を執筆した。 

 

（2）滝沢は、岩手大学全学共通教育科目「外

国語」分科会の FD 活動講演会において「書

けそうで書けない Native の英語：平易な語

を有効に使う」というテーマで講演を行った

（招待講演）（2011 年 10 月 28 日）。これは基

本的な語のレキシカル・バンドルに力点を置

いた内容であり、本研究の成果発表も兼ねた

ものである。特に、平易な形容詞に-ly が付

加されてできた副詞（-ly 副詞）を適切に用

いることの有用性を力説した。 

 

（3）所属する専攻と本科研を含む複数の科

研プロジェクトの主催で「言語研究の技法：

脳・視線・音声・コーパス」という公開シン

ポジウムを行った（2012 年 1 月 28 日、名古

屋大学）。そのシンポジウムにおいて、滝沢

は「コーパスと慣習的・周辺的言語現象の記

述」というテーマで発表を行った。前半の「慣

習的言語現象」の箇所が本研究と直接関係す

る内容である。また、分担者の山下は「反応

時間を使った第二言語のコロケーション習

得研究」というテーマで発表を行った。 

 

（4）滝沢は、電子情報通信学会の「思考と

言語研究会」から招待を受け、「英語表現・

英語構文とコーパス」というテーマで招待講

演を行う(2012 年 2 月 4日)と共に、その内容

を論文集に掲載した。「英語表現」に関する

部分が本科研の成果の一部であり、平易な単

語から構成されてはいるが、なかなか学習者

自らが使うことが難しい英語表現に焦点を

あてた。 

 

（5）プログラミングに長けた元・大学院生

に依頼し、巨大な電子資料から高速に情報を

抽出するシステムの開発を行った。これまで

のツールは、巨大な資料に対しては十分な速

度を発揮できないという問題点があったが、

今回、開発したツールを用いれば、ストレス

を感じることなく巨大データを扱うことが

できる。 

 

（6）平成 22 年度に引き続き、電子資料から

の Lexical Bundle の抽出につとめた。 
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